
令 和 ６ 年 １ ２ 月 ２ 日 

建設公営企業常任委員会説明資料

都市政策部都市基盤室基盤整備課

芦屋川沿線道路等の一方通行化検討について 

１ 芦屋川沿線道路等の現状 

  芦屋川の沿岸道路等（（市）芦屋川左岸線、（市）芦屋川右岸線、（県）奥山精道線）は、い

ずれも対面通行となっていますが、歩道の狭小区間や阪急芦屋川駅周辺では駐停車による混

雑が常態化しているなど、交通安全上の課題を抱えています。これらを踏まえ、交通処理機

能の観点からみた一方通行化の可能性について検討しました。 

２ 一方通行検討箇所図、整備イメージ図【資料１】

３ 一方通行化対象路線【資料２】

４ 検討内容の概要 

            ■調査日 ： 令和5年 11月 28日（火） 

            ■調査内容： ①ナンバープレート調査（7時～10時）

②交差点交通量調査（7時～19時）

③滞留長調査（7時～10時）

④信号現示調査（7時～10時）

⑤駐停車車両調査（7時～10時） 

           ■調査結果：交通量調査結果【資料３】 

             ※交通量推計 

ある地域から別の地域に移動する交通量が、どの経路をどの程

度の割合で移動するのかを計算し、道路ネットワークの各区間に

おける通過交通量を求めること。 

交通実態調査の実施

交通量推計の実施
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           ■実施結果：交通シミュレーション実施結果【資料４】 

※交通シミュレーション

車線構成や信号現示を再現した詳細な道路ネットワークに、車

両を 1台単位で通行させることで、あるエリアにおける渋滞状況
や交差点の通過状況をシミュレート（模擬的に実験）すること。

５ 交通シミュレーション結果総括表 

規制 

形態 
評価 

走行台時間 

増加量 
全体評価 

ケース

１ 

・県道奥山精道線において、北方面から阪急高架下を

通過した交差点における右折交通の増加がみられた

め、交差点部の道路拡幅や線形の見直しが必要となる。

（資料４ケース１の箇所Ｂ） 

＋５２ △ 

ケース

２ 

・県道奥山精道線において、北方面から阪急高架下を

通過した交差点における右折交通の増加がみられた

め、交差点部の道路拡幅や線形の見直しが必要となる。

（資料４ケース２の箇所Ｂ） 

＋４２ △ 

ケース

３ 

・開森橋や月若橋等の各交差点で滞留長の増加がみら

れるものの、交通処理上の大きな問題は、発生してい

ない。 

＋２７ ○ 

ケース

４ 

・開森橋交差点における県道奥山精道線からの北流入

交通、国道２号の業平橋交差点における南流入交通及

び東流入交通の大幅な増加がみられる。 

（資料４ケース４の箇所Ａ，Ｆ，Ｇ） 

・阪急芦屋川駅にアクセスする歩行者は、現況と同様

に道路を横断する必要があるため、バス利用者等の横

断歩道のない箇所での乱横断が懸念される。 

（資料４ケース４の箇所Ｃ） 

＋８５ × 

※走行台時間

検討エリア内を通過するすべての車両のエリア内での走行時間

（流入から流出まで）を合計したもの。交通量や信号機の設定、

道路の幅員などの要因によって変化し、交通量が多くなれば、渋

滞が発生して走行台時間が長くなる。 

交通シミュレーションの実施
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上記結果を踏まえ、「現況より大幅な混雑が発生しない」、「交差点部の道路拡幅や線形の見

直しを必要としない」、「走行台時間の増加量が最も少ない」、「阪急芦屋川駅でのバス利用者

等の乱横断が生じない」ことから、ケース３の県道奥山精道線を含めた時計回りの一方通行

化が最も望ましい結果となりました。 

６ 今後の進め方について 

  関係機関（国、県、警察、バス、タクシー、鉄道、教育委員会、電線管理者、地下埋設管

理者等）との協議を進めてまいります。 
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（B）芦屋川右岸線 （C）県道奥山精道線（A）阪急芦屋川駅前

＜整備イメージ図＞

＜一方通行化検討箇所図＞

一方通行化検討対象道路

：県道奥山精道線

：芦屋川右岸線（市道２１７号線）

：芦屋川左岸線（市道２１６号線）

阪神本線高架（芦屋川右岸線）

桁下制限高２．７ｍ

車道上の松
芦屋川右岸線

幅員が狭い歩道
芦屋川左岸線

車道・歩道幅員が狭い
県道奥山精道線

駐停車による混雑
芦屋川右岸線

（B）
（A）

（C）

芦屋川沿線道路等一方通行化

早期に課題解決を期待できる国道２号以北の一方通行化検討を先行して実施。
資料１

公
光
橋

大
正
橋

月
若
橋

山
手
幹
線

今回検討の範囲

バス通行不可
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一方通行化対象路線 資料２
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交通量調査結果
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資料３

：規制対象路線ケース１

：規制対象路線ケース２

：規制対象路線ケース３

：規制対象路線ケース４

705
434

271

62%

38%

凡例

断面交通量
（北行き交通量＋南行き交通量）

断面交通量の割合
南行き交通量

北行き交通量
断面交通量の割合

（台／３ｈ）
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Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｃ：阪急芦屋川駅前

Ｄ：月若橋

Ｇ：業平橋南流入

Ｅ：大正橋

Ａ：開森橋北流入
（奥山精道線）

・現況では、北行・南行ともに駅周辺で駐停車し、
駐停車車両と通過車両が錯綜しており、スムーズ

に通行できない状況にある。
・芦屋川右岸線の北行一方通行規制と、路線の西側

に停車帯を設置するため、駅前は駐停車車両と通

過車両の錯綜がなくなり、スムーズに通行できる
ようになる。

・現況では、北方面から駅へのアクセスするとき、

芦屋川右岸線を南進する最短ルートでアクセス可

能であった。
・一方通行規制のため、北から駅へアクセスする交

通は月若橋経由になり、芦屋川左岸線北流入部が
一時的に混雑する。

・一方通行規制時でも特に課題となる状況は確認さ

れなかった。

Ｂ：開森橋南流出（奥山精道線）Ｂ：開森橋南流入（芦屋川右岸線）

・一方通行規制のため北行交通が増加し、
現況よりも滞留長が増加する傾向がみら

れ、一時的に市道からの流入を阻害する
状況が発生する。

・一方通行規制のため奥山精道線
の南行交通が増加するが、国道2
号と交差する業平橋東詰交差点に
おける南北青時間は短く（ 25
秒）、混雑時には現況よりも滞留

長が増加する傾向がみられるが、
慢性的な渋滞ではない。

・一方通行規制のため奥山精道

線の南行交通が増加し、国道
2号と交差する業平橋東詰交
差点における先詰まりの影響

で一時的に混雑するが、慢性
的な渋滞ではない。

・現況では北流入から右折して芦屋川右岸線へ抜け
るクランク交通が一定数あり、直進車の通行阻害

が発生している。
・一方通行規制のためクランク交通がなくなり、対

向直進待ちの右折交通による直進車の通行阻害が
なくなり、現況よりも滞留長が短縮する傾向がみ

られる。

Ｆ：業平橋北流入

・一方通行規制のため南行交通
が増加し、現況よりも滞留長が

増加する傾向がみられ、断続的
に市道からの流入を阻害する状

況が発生する。

※北から芦屋川左岸線へ向かう右
折交通の増加が見込まれるため、
道路拡幅や線形の見直しが必要

と考えられる。

資料４＜交通シミュレーション実施結果（ケース１）＞

交通課題

現況から改善した点

現況と同等
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Ａ：開森橋北流入
（奥山精道線） Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｃ：阪急芦屋川駅前

Ｄ：月若橋

Ｇ：業平橋南流入

Ｅ：大正橋

・現況では、北行・南行ともに駅周辺で駐停車し、

駐停車車両と通過車両が錯綜しており、スムーズ
に通行できない状況にある。

・芦屋川右岸線の北行一方通行規制と、路線の西側
に停車帯を設置するため、駅前は駐停車車両と通

過車両の錯綜がなくなり、スムーズに通行できる

ようになる。

・現況では、北方面から駅へのアクセスするとき、

芦屋川右岸線を南進する最短ルートでアクセス可
能であった。

・一方通行規制のため、北から駅へアクセスする交

通は月若橋経由になり、芦屋川左岸線北流入部が
一時的に混雑する。

・一方通行規制時でも特に課題となる状況は確認さ
れなかった。

Ｂ：開森橋南流出（奥山精道線）Ｂ：開森橋南流入（芦屋川右岸線）

・一方通行規制のため北行交通が増加し、

現況よりも滞留長が増加する傾向がみら
れ、一時的に市道からの流入を阻害する

状況が発生する。

・一方通行規制のため奥山精道線

の南行交通が増加するが、国道2
号と交差する業平橋東詰交差点に

おける南北青時間は短く（25
秒）、混雑時には現況よりも滞留

長が増加する傾向がみられるが、

慢性的な渋滞ではない。

・ 芦屋川右岸線の大正橋～国
道２号区間が双方向通行で

きるため、奥山精道線北流

入から大正橋を右折して芦
屋川右岸線へ向かう交通が

あるが、当該箇所に右折
レーンの設置はなく、対向
直進車待ちの右折交通によ

り一時的に混雑するが、慢
性的な渋滞ではない。

・現況では北流入から右折して芦屋川右岸線へ抜け

るクランク交通が一定数あり、直進車の通行阻害
が発生している。

・一方通行規制のためクランク交通がなくなり、対
向直進待ちの右折交通による直進車の通行阻害が

なくなり、現況よりも滞留長が短縮する傾向がみ

られる。

Ｆ：業平橋北流入

・一方通行規制のため南行交通

が増加し、現況よりも滞留長が

増加する傾向がみられ、断続的
に市道からの流入を阻害する状

況が発生する。

※北から芦屋川左岸線へ向かう右
折交通の増加が見込まれるため、

道路拡幅や線形の見直しが必要

と考えられる。

＜交通シミュレーション実施結果（ケース２）＞

交通課題

現況から改善した点

現況と同等
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Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｃ：阪急芦屋川駅前

Ｄ：月若橋

Ｇ：業平橋南流入

Ｅ：大正橋

Ａ：開森橋北流入
（奥山精道線）

・現況では、北行・南行ともに駅周辺で駐停車し、

駐停車車両と通過車両が錯綜しており、スムーズ
に通行できない状況にある。

・芦屋川右岸線の北行一方通行規制と、路線の西側

に停車帯を設置するため、駅前は駐停車車両と通
過車両の錯綜がなくなり、スムーズに通行できる

ようになる。

・現況では、北方面から駅へのアクセスするとき、

芦屋川右岸線を南進する最短ルートでアクセス可
能であった。

・一方通行規制のため、北から駅へアクセスする交

通は月若橋経由になり、月若橋西行交通が増加し、
奥山精道線から月若橋への流入を阻害するような

滞留が一時的に発生する。

・一方通行規制時でも特に課題となる状況は確認さ
れなかった。

Ｂ：開森橋南流出（奥山精道線）Ｂ：開森橋南流入（芦屋川右岸線）

・一方通行規制のため北行交通が増加し、現況

よりも滞留長が増加する傾向がみられ、一時
的に市道からの流入を阻害する状況が発生す

る。

・一方通行規制のため奥山精道線
の南行交通が増加するが、国道2
号と交差する業平橋東詰交差点に
おける南北青時間は短く（25
秒）、現況よりも滞留長が増加す

る傾向がみられるが、慢性的な渋
滞ではない。

・奥山精道線が南行一方通行に

なるため、駅前広場西線から
鉄道沿西線への経路が芦屋川

左岸線経由となり、芦屋川左

岸線南流入部が一時的に混雑

する。

・現況では北流入から右折して芦屋川右岸線へ抜け

るクランク交通が一定数あり、直進車の通行阻害
が発生している。

・一方通行規制のためクランク交通がなくなり、対
向直進待ちの右折交通による直進車の通行阻害が

なくなり、現況よりも滞留長が短縮する傾向がみ

られる。

Ｆ：業平橋北流入

・一方通行規制のため南行交通が増加し、現況

よりも滞留長が増加する傾向がみられ、一時
的に市道からの流入を阻害する状況が発生す

る。

＜交通シミュレーション実施結果（ケース３）＞

交通課題

現況から改善した点

現況と同等
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Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｃ：阪急芦屋川駅前

Ｄ：月若橋

Ｇ：業平橋南流入

Ｅ：大正橋

Ａ：開森橋北流入
（奥山精道線）

・現況では、北行・南行ともに駅周辺で駐停車し、駐停車車両と通過車
両が錯綜しており、スムーズに通行できない状況にある。

・芦屋川右岸線の南行一方通行規制と、路線の東側に停車帯を設置する
ため、駅前は駐停車車両と通過車両の錯綜がなくなり、スムーズに通

行できるようになる。
※駅へアクセスする歩行者は、現況と同様に横断する必要があるため、

横断歩道のない箇所（駅北側）での歩行者の乱横断が懸念される。

・現況では、駅にアクセスしたのち北方面へ向かう
際、芦屋川右岸線を北進するルートが可能であっ

た。

・一方通行規制のため、駅にアクセス後、北へ向か
う交通は月若橋経由になるため、月若橋東行交通

が増加し、芦屋川右岸線から月若橋への流入を阻
害するような滞留が一時的に発生する。

・一方通行規制のため、業平橋西詰交差点南流入部から北方面へ向かう交通は、
同交差点右折して芦屋川左岸線もしくは奥山精道線へ向かう（クランク交通）。

しかし、芦屋川右岸線からの対向直進車待ちや、右折した先の業平橋東詰交差

点の東西方向は赤信号であることから交通が捌けず、流入交通が多い時間帯は
現況よりも滞留長が大幅に増加する傾向がみられる。

※この課題に対応するためには、業平橋西詰交差点および業平橋東詰交差点につ
いて、交差点間の連動等を含め抜本的な対策が必要と考えられる。

Ｂ：開森橋南流出（奥山精道線）Ｂ：開森橋南流入（芦屋川右岸線）

・一方通行規制時

のため南行交通
が増加するが、

阻害要因はなく、
課題となる状況

は発生していな

い。

・一方通行規制のため、国道２号の東方面から北へ

向かう交通は、業平橋東詰交差点を右折して奥山
精道線へ向かう。しかし、業平橋東詰交差点は現

状、右折専用現示や時差式信号など、東方面から

の右折に対応する現示はないため、右折車両が多
い時間帯は一時的に隣の交差点まで滞留が及ぶ状

況がある。
※この課題に対応するためには、業平橋東詰交差点
の抜本的な対策が必要と考えられる。

・奥山精道線が北行一方通行に

なるため、北方面から(都)鉄
道沿西線へ向かう交通は、芦
屋川右岸線から大正橋を左折

するルートとなる。しかし大
正橋東交差点は南北が主方向

であり、東西方向の青時間は
短いため（22秒）、芦屋川右
岸線および芦屋川左岸線北流

入部が一時的に混雑する。

・現況では北流入から右折して芦屋川右岸線へ抜ける

クランク交通が一定数あり、直進車の通行阻害が発

生している。
・一方通行規制のため、北から南方面に向かう交通は

すべてクランク交通となり、対向直進待ちの右折交
通による直進車の通行阻害が発生し、現況よりも滞

留長が大幅に増加する傾向がみられる。

Ｆ：業平橋東流入

・一方通行規制のため北行交通が増加するが、
信号青時間は現況より長い（現況43秒、一通
規制時73秒）ため、滞留長は現況と同程度で
ある。

＜交通シミュレーション実施結果（ケース４）＞

交通課題

現況から改善した点

現況と同等
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